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教育において ｢権威｣や ｢規律｣は,子どもを上 1.｢権威｣に対する席捲
から外から強制し抑圧するする,いわば反教育的な 今日,教育において ｢権威｣という概念はあまり
ものとして一方では批判される｡ 他方,今日の教育 もてはやされない｡それどころか逆に ｢権威｣とい








ま,教育における ｢権威｣や ｢規律｣の問題は,批 いるといってよい｡
判の対象であるとともに回復すべき事象ともなって エブリは 権威の危機｣(uoiasrs)につい｢ A trttkie
いる｡ 以下ではこの間題について,日本での実践 ･ てまず次のように述べる｡ 現代社会では権威の危機
理論と重ね合わせつつ, ドイツを代表する教授学者 があるといわれる｡ おそらくは正しいであろう｡ 誤
の一人でもあるエブリ1)の論考を手がかりに考察す りがあるとすれば,過去にはそうした問題は無かっ
る｡ たと考えることである｡ 教師の権威は社会の価値と
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種の学校犯罪 h l iscoocr( me)とも見なされてしま なるが,それを毎日三か月つづけさせることで,勉
う｡ 今日の学校の悲劇的な弱点は,社会的精神に関 強に必要な,肉体的 ･生理的能力の発達を促すこと
する諸条件が決定的に欠けている場において社会的 ができる｡ 1)7っまり,学ぶためには学びのための身
秩序を未来の構成員に学ばそうと努力していること 体が必要であり,聴写 ･視写は ｢書く｣というそれ
である｡ 社会的にも意味ある規律を形成するために 自体が意味ある学習活動であるとともに,それは学























































































































































































































1)本稿 でのエ ブ リの論述 は, Aebl,Ha :nsi
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